
対象は、PT・OT、建築設計士、住宅改修工事
関係者、福祉事業従事者など

これまで住み続けてきた家が、高齢や障害を持つことで
危険で住みにくい住宅になってしまうことがありますが、
福祉用具の活用や、住宅を改修することで、これまでと
同じように住み続けることもできます。

本講座は、高齢者や障害がある方の住宅を改修する
ための知識を医療と建築の両面から学び、適切な改
修プランをたてられるアドバイザーの養成を目的としてい
ます。

また、日本では高齢社会がますます進み、街のバリアフ
リー化が求められています。これらの社会背景から今後
の街づくりをどうすべきか解説します。
受講資格に制限は特にありません。カリキュラムをすべ
て修了され、試験を受け、合格した方を「住宅改善
士」として認定いたします。

●講座内容と目的
障害者や高齢者の住宅改修に関する公的制度や、
改修事業従事者として必要な高齢者・障害者の疾病
や障害についての基礎知識の習得、及び住宅改修工
事にともなう基礎研修と改修事例の紹介、例題をもと
に住宅改修のロールプレイングを行い、利用者や工事
関係者などの相談に対応できるレベルの能力を身につ
けます。

研修実施主体
これらの研修は、特定非営利活動法人日本アビリ
ティーズ協会の主催で、医療従事者、建築設計士、
福祉事業従事者などの講師陣により行われます。

グループ討議:プラン作成

実技：スロープの角度体験

経験豊かな講師陣による講義

高齢になっても、障害があっても、ご自宅で
長く住みつづけられる住宅プランの提案と
工事のできるアドバイザーの養成講座

特定非営利活動法人 日本アビリティーズ協会

2020年 1月24日(金)、25日(土)の2日間



１．日 程：2020年1月24日(金)、25日(土)の２日間

※午前9時より午後6時まで

２．会 場：東光ストア藤野店2階

〒061-2282 札幌市南区藤野2条4丁目1-2

（東光ストア内 アビリティーズ・ケアネット株式会社）

３．定 員：30名

４．受講料：33,000円（税込）

５．お申込み

（１）申込締切り／2020年1月9日(木）

※定員になり次第締め切ります。

（２）申込方法

指定の申込書に必要事項を記入の上、郵便、FAX、Eメールのいずれかで当協会事務局に

お送りください。指定用紙はホームページwww.abilities.jpからダウンロードできます。

また、受講料は申込み１週間以内に、下記にお振込みください。

(振り込み手数料は受講者にてご負担願います)

●振込先

りそな銀行 新都心営業部 普通 2207909

特定非営利活動法人日本アビリティーズ協会

６．お問い合わせ先

特定非営利活動法人 日本アビリティーズ協会 事務局

〒151-0053 東京都渋谷区代々木4-30-3 新宿ミッドウエストビル

電話 03-5388-7501 Fax 03-5388-7208 E-mail    soken@abilities.j

特定非営利活動法人 日本アビリティーズ協会

■第10回「住宅改善士研修講座」募集要項

■カリキュラム

■募集要項

内　容

車いすに実際に乗ったり、高齢者の疑似体験を通して、障害者・高齢者の視点や困難
な動作等を体験していただきます。その後ディスカッションを行います。

脳卒中、リウマチ、パーキンソン等の高齢者に多い疾病や特性を学んでいただきます。

各制度の内容や解釈の説明、介護保険制度の概要を紹介します。

場所ごとの改修ポイントを実例から説明します。

重度の障害から住宅改修と福祉機器を組み合わせて自立につながるプラン、病気を発
症した高齢者の住環境のプラン、障害児の就学に伴う家屋の改修プランの事例を紹介
します。

グループで協力して改修プランを作成するなかで、様々な提案（プラン）があること、調整
することの難しさを体験していただきます。

法律の解説と、行政及び民間事業者の取り組み状況等について説明します。

都市開発に伴う大型商業ビルトのバリアフリー状況を検証し、改善点の解説をします。

法律制定の狙いと、国、市町村、民間事業者の取り組み

■都市再開発事業におけるバリアフリー状況を検証する

大型施設のバリアフリー状況の実態調査

■改修プランのロールプレイング

改修プラン作成のロールプレイング、グループ討議

■障害者差別解消法の解説と今後の変化

高齢者の心身の特性と疾病、障害の知識を習得する

■高齢者・障害者の自立と介助のための住宅改修のポイント

障害給付制度、および介護保険の概要

玄関、トイレ、浴室、台所などの生活の場での課題と住宅改修のポイント

改修事例
　①福祉用具の改修で自立生活できた例
　②パーキンソン病の高齢者住宅
　③重度障害児の介護しやすい住宅

研 修 項 目

■高齢者・障害者の疾病・障害の理解

高齢者の生活・動作を、各種装具を使いながら疑似体験する




